
株式会社マルヰガス中部

　導入に当たり、顧客はもとより集合住
宅オーナーや管理会社に対しても事前に
説明文書の配布を行うことで理解が得ら
れ、取り付けなどに関してのクレームは１
件も無かったと同社。さらに昨今増えてい
るオートロックの集合住宅の入居者は、
そもそも対面を避ける傾向にあるため今
回の導入で「入居者のセキュリティー意
識」に訴える面もありスムーズに受け入
れられたと考察。「以前は、訪問宅内で何
か問題があるとガス会社の検針が原因
だと疑われる場面もありましたが、導入後はトラブル回避にもつながっていま
す」と話す。さらに、不動産管理会社がセキュリティー面でＬＰＷＡ通信システ
ムを物件案内時に説明してくれるため、入居者の理解度も高く、安心・安全面
で他社との差別化にもつながるという想定以上の成果が生まれている。

重要なスケジュール管理と協力体制

現代に合った顧客対応

将
来
を
考
え
導
入
を
進
め
た
泉
勉
社
長

　ＬＰガスやガス機器の販売、設備工事などを行っている株式会社マルヰガ
ス中部（平成10年設立）。ＬＰＷＡ通信システムの導入を決めたきっかけはグ
ループ内の勉強会だった。通常業務を行う中で、検針作業や入退去時の開閉
栓稼働の効率化、安心・安全へのさらなる取り組み強化などが期待できると
判断し、補助金申請を進めていった。申請までの期間が短いことや初めて取
り組む資料作成に不安を感じながらも、導入機器メーカーの協力を受け社内
スタッフも含め計７人で申請に取り組んだ。途中、立地により一部通信状態が
不安定な個所もあり代替え物件を準備。設置期間が決まっていたため、「スケ
ジュール管理を会社全体で協力して進めていくことが、非常に大切です」と泉
勉社長。機器設置から試験運用、本格運用と進めていった。

（沖縄県諸見里市）
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　自社メリットとしては、検針時の人
的ミスが減った結果、業務効率化の
実現につながり、スタッフに余裕がで
きたことで丁寧な接客につながって
いるとのこと。さらに、顧客訪問が減
少したことで人件費や配送燃料費の
削減のほか、修理や工事、営業に人
材リソースを割ける利点を挙げる。泉
社長は「人材不足を痛感しておられ
る事業者様は、すぐに取り入れること
をお勧めします。実際に、導入を迷わ
れている場合は、数台をテストケース
として運用してみると利便性が分かると思います」と力説する。
　今後は、検針から明細発行までのデジタル化を進め、顧客と事業者双方が
安心・安全で便利な運用を進めていく。
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高い自社メリット








